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一
八
ア
五
名
全
会
員
数
（
三
一
八
六

名
）
の
五
十
九
％
と
六
年
前
調
査
の

五
十
八
％
か
ら
若
干
地
加
し
、
全
国

築
計
の
四
十
七
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
獅
院
柑
勤
医
数

二
三
八
七
名
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月

推
定
）
に
比
し
三
分
の
二
程
度
の
加
入

確郷識鮒》俊二ａｖ叉

医
師
の
組
織
化
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は
平
成
元
年
八
％
、
平
成

五
年
九
％
、
平
成
十
年
一

○
％
、
平
成
十
七
年
一
三

％
、
今
回
一
六
％
と
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
。

年
齢
構
成
は
三
十
歳

代
二
九
％
、
四
十
歳
代
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回
の
回
収
数
は
一
四
八
四

部
と
非
術
勤
も
含
め
た
病

院
勤
務
医
数
二
八
六
一
名

に
比
し
、
半
数
余
の
意
見

集
約
が
得
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
調
査
を
過
去
と
比

腰踊叫の
新
潟
県
医

師
会
員
数
が

伸
び
悩
む
中
、

勤
務
医
会
員
数

は
平
成
二
十
三

年
八
月
現
在勤懲鐸状況に

二
七
％
、
五
十
歳
代
二
○
％
、
六
十

歳
以
降
一
五
％
で
あ
っ
た
。
三
十
歳
代

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今
回

は
下
げ
止
ま
り
四
十
歳
代
は
や
や
減
少

し
、
五
十
歳
代
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

主
た
る
勤
務
先
（
ア
ル
バ
イ
ト
先
を

除
く
）
の
開
設
主
体
で
は
、
公
的
病
院

で
前
回
二
○
％
、
今
回
二
七
％
と
期
加

が
見
ら
れ
た
。

勤
務
先
（
ア
ル
バ
イ
ト
先
を
除
く
）

で
の
立
場
で
は
、
中
間
管
理
職
で
あ
る

科
部
長
や
医
長
の
割
合
が
三
七
％
で
最

も
多
か
っ
た
。
全
体
の
櫛
成
比
は
前
回

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
．

較
し
勤
務
医
の
ト
レ
ン
ド
を
探
る
と

回
答
者
の
年
齢
構
成
は
平
成
十
年
以
前

の
三
十
代
中
心
か
ら
、
前
回
の
四
十
代

を
超
え
て
五
十
代
が
三
分
の
一
以
上
と

一
気
に
商
齢
化
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
は
医
師
会
活
動
に
協
力
的
か

と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
医
師
会

加
入
率
五
○
％
余
と
急
激
に
減
少
し
ま

し
た
。
生
涯
教
育
制
度
の
認
知
率
は
七

削
に
減
少
し
、
医
師
会
加
入
に
対
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
感
じ
ず
、
医
師
会

へ
の
興
味
・
関
心
は
な
く
、
会
班
は
割

高
に
感
じ
ら
れ
、
開
業
医
中
心
の
イ
メ

ー
ジ
を
感
じ
て
敬
遠
し
て
い
ま
す
。
地

域
医
療
参
加
者
の
割
合
が
減
り
、
医
師

会
活
勤
に
な
に
も
参
加
し
な
い
訓
合
が

畑
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
加
入
し
た
い

人
は
一
割
を
切
り
、
退
職
後
の
Ⅲ
業
志

向
が
減
り
、
パ
ー
ト
生
活
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
生
涯
勤
務
医
群
増
加
が
推
定
さ
れ

ます。
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二
般
勤
務
医
」
の
間
（
当
直
を
除
…
柑
時
の
状
況
）
で
は
い
者
は
・
丸
一
％
（
前
回
九
四
％
前
々
○
％
）
と
多
く
一
患
者
数
が
多
く
診

勤
務
先
で
の
立
場
で
法
定
の
四
十
時
間
未
満
は
一
七
％
し
か
回
九
四
％
）
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
減
少
察
密
度
の
低
下
」
も
今
回
五
八
％
（
同

ついては赴任五四％大なく、半数近くの四五％が四十八してはいるが．それでも非常に高六一％）と多かった。その他圃由

学
か
ら
の
出
張
（
一
年
時
間
以
上
の
勤
務
で
、
前
回
と
ほ
と
ん
率
で
あ
っ
た
。
代
休
が
な
く
翌
日
も
連
意
見
と
し
て
は
、
患
者
権
利
意
識
の
増

続
勤
務
が
続
き
、
前
述
の
時
間
外
労
働
犬
に
よ
る
診
療
、
説
明
時
間
の
増
加
、

湊泉蓉訓叫鞭霊軍律霊ど謹酢渉娠鋤牽坤紳蛙軒目であるも多いことから労働安全衛生上大書類書きの増加雑用の増加など

前
回
は
そ
れ
ぞ
れ
六
○
月
あ
た
り
時
間
外
勤
務
時
間
で
は
、
過
き
な
問
題
で
あ
る
。
勤
務
時
間
が
長
く
な
る
理
由
が
多
く
述

○
％
、
六
十
％
、
二
七
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
赴
重
労
働
の
目
安
で
あ
る
八
十
～
九
十
九
週
休
二
日
の
実
施
に
つ
い
て
は
四
週
く
ら
れ
て
い
た
。
医
疲
ク
ラ
ー
ク
を
贈

怜
三
十
歳
代
任
が
減
少
し
大
学
出
張
医
が
増
加
し
、
時
間
が
七
％
、
一
○
○
時
間
以
上
が
六
八
体
は
五
八
％
で
前
回
、
前
々
回
と
ほ
や
し
、
諮
類
書
き
な
ど
、
医
師
以
外
で

一
た
が
、
今
回
医
師
の
偏
在
が
推
察
さ
れ
る
．
％
も
あ
っ
た
。
ぼ
同
じ
で
、
四
週
六
体
も
今
回
二
○
％
も
で
き
る
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
い
、

胸
は
や
や
減
少
主
た
る
診
療
科
目
又
は
就
業
内
容
で
夜
間
当
直
は
六
八
％
が
し
て
い
て
、
で
同
様
で
あ
り
、
平
成
十
年
以
降
の
週
電
子
カ
ル
テ
は
仕
事
量
が
増
え
る
と
い

向
に
あ
っ
た
。
は
、
内
科
系
五
○
％
、
外
科
系
三
四
％
、
前
回
（
七
一
％
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
休
の
形
態
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
う
意
見
や
、
逆
に
、
医
療
過
誤
が
減
る

”
バ
イ
ト
先
を
そ
の
他
一
六
％
で
、
前
回
に
比
べ
て
前
た
．
一
ヵ
月
の
平
均
「
夜
間
当
直
」
回
週
休
の
消
化
に
つ
い
て
は
、
消
化
率
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
．
医
師
は
、
過

暁
公
的
病
院
二
者
が
減
少
し
、
そ
の
他
が
多
く
な
っ
数
は
一
～
二
回
が
四
六
％
（
前
回
四
六
は
二
九
％
で
あ
り
、
前
回
、
前
々
回
と
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

一
七
％
と
期
加
て
い
た
．
そ
の
他
は
前
回
よ
り
六
ポ
イ
％
）
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
三
～
四
回
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
く
、
休
み
を
返
他
の
医
師
に
診
療
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

ン
卜
瑚
え
て
お
り
、
新
項
目
の
病
理
診
が
三
六
％
（
同
三
五
％
）
が
多
か
っ
た
．
上
し
て
勘
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
少
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
に
職
種
的
で

‘
先
を
除
く
）
断
科
、
救
急
科
、
臨
床
研
修
医
で
あ
っ
七
回
以
上
が
五
％
（
同
六
％
）
で
あ
り
が
続
い
て
い
た
．
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

画
理
職
で
あ
る
た
。
内
科
系
、
外
科
系
と
も
『
内
科
員
外
相
変
わ
ら
ず
過
酷
な
勤
務
に
驚
か
さ
れ
医
療
過
誤
と
医
師
の
勤
務
状
態
と
の
医
療
事
故
や
医
事
紛
争
の
経
験
の
有

竺
二
七
％
で
最
科
』
の
割
合
は
減
少
し
て
お
り
、
専
門
る
結
果
で
あ
っ
た
。
関
連
に
つ
い
て
の
設
問
は
、
前
回
か
ら
無
に
つ
い
て
は
「
事
故
も
紛
争
も
経
験

”
成
比
は
前
回
分
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
。
夜
間
当
直
の
翌
日
に
つ
い
て
は
、
代
加
わ
っ
た
．
原
因
と
し
て
の
『
慢
性
無
い
」
が
今
回
四
○
％
と
前
回
四
五
％

勤
務
先
で
の
一
週
間
の
医
療
従
酬
時
休
が
な
く
普
通
鋤
務
を
せ
ざ
る
を
得
な
的
な
疲
労
」
は
今
回
六
二
％
（
前
回
六
か
ら
減
少
し
、
「
邸
故
は
あ
っ
た
が
紛

医
師
や
医
疲
者
の
発
言
力
同
一
に
組

織
化
は
有
効
な
手
段
で
す
。
医
師
会
以

外
に
勤
務
医
の
組
織
を
作
り
分
裂
す
る

よ
り
、
勤
務
医
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

医
師
会
の
運
営
に
修
正
し
、
医
師
全
員

加
入
の
医
師
会
に
す
る
こ
と
が
理
想
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
側
業
医
は
勤
務
医

の
立
場
で
、
勤
務
医
は
側
業
医
の
立
場

で
考
え
発
言
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

さ
ら
に
男
性
医
師
は
女
性
医
師
の
立
場

で
、
医
師
は
患
者
さ
ん
の
立
場
で
と
、

相
手
の
立
場
で
発
言
す
る
こ
と
が
社
会

の
賛
同
を
得
る
韮
本
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
新
潟
県
は
医
師
会
に
勤
務
医
参
加

の
進
ん
だ
先
進
県
で
す
。
医
師
の
発
言

力
向
上
を
新
潟
か
ら
発
信
し
た
い
も
の

です。
｢勤務医の現況と将来」回収年齢分布
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位
取
得
者
率
が
取
得
予
定
者
を
含
め
て
そ
の
過
程
が
有
意
義
で
あ
「
一
た
」
な
ど

も
今
回
初
め
て
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
学
位
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を

こ
の
資
格
は
一
度
与
え
ら
れ
れ
ば
剥
持
つ
も
の
が
前
回
調
査
五
八
・
三
％
か

奪
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
新
た
に
ら
六
九
・
二
％
に
増
え
て
い
る
一
方
、

勤
務
医
調
査
に
加
わ
る
先
生
の
学
位
取
専
門
医
が
給
与
、
身
分
等
に
反
映
さ

得
率
が
勤
務
医
を
終
え
た
先
生
の
学
位
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は
む
し
ろ
減

取
得
率
を
下
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
少
し
て
い
る
．
こ
の
結
果
は
、
新
た
に

れ
は
長
期
的
な
学
位
取
得
者
数
減
少
傾
学
位
を
取
得
し
た
医
師
は
、
そ
の
取
り

向
の
端
的
な
表
れ
と
い
え
る
。
学
位
取
組
み
そ
の
も
の
や
結
果
が
有
意
義
で
あ

得
ま
た
は
取
得
予
定
の
理
由
に
つ
い
て
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

は
、
「
上
司
や
友
人
が
す
す
め
る
か
ら
」
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
専
門
医
は
所
属

「
み
ん
な
が
取
る
か
ら
何
と
な
く
」
が
す
る
施
股
の
指
導
施
股
昭
定
な
ど
に
も

大
き
く
贈
え
て
お
り
、
「
研
究
活
勤
に
役
立
ち
研
修
医
等
の
募
集
に
も
重
要
な

希
望
や
関
心
が
あ
る
か
ら
」
が
微
増
、
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
専
門
医

「
若
い
時
代
の
一
時
期
、
研
究
に
専
念
取
得
、
維
持
の
努
力
と
コ
ス
ト
は
勤
務

し
た
証
拠
に
な
る
か
ら
』
が
減
少
し
て
医
に
負
わ
さ
れ
、
何
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

い
る
。
こ
れ
は
、
最
近
取
得
し
た
医
師
ブ
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状

は
比
較
的
弱
い
勤
機
付
け
で
あ
っ
た
こ
に
対
す
る
大
き
な
不
満
が
透
け
て
見
え

と
を
示
し
て
い
る
．
一
方
、
専
門
医
複
る
．

数
取
得
者
が
増
加
し
、
専
門
医
が
な
い
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、

と
答
え
た
も
の
は
減
少
し
て
い
た
。
専
「
従
来
の
制
度
の
方
が
良
い
」
と
い
う

門
医
と
学
位
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
回
答
は
前
回
並
み
に
み
ら
れ
た
が
、

-
ド
か
ら
は
っ
き
り
と
勤
務
医
の
総
意
意
競
を
感
じ
る
と
回
答
し
た
の
は
前
回
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医
歯
学
総
合
研
究
科
各
務
博

呼
吸
器
内
科
学
分
野

学
位
取
得
者
が
専
門
医
重
視
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

は
五
四
・
六
％
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
輿

で
あ
っ
た
。
こ
味
深
い
こ
と
に
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の

れ
ま
で
調
査
棚
資
格
を
取
得
し
た
医
師
の
印
象
は
少
々

始
以
来
増
加
を
予
想
と
異
な
っ
て
い
る
。
「
学
位
が
給

続
け
て
き
た
学
与
等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
」
、
「
研
究
や

争
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
が
今
回
三
八

％
と
前
回
三
二
％
よ
り
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
邪
故
を
経
験
し
た
割
合
は
期

え
た
が
、
紛
争
に
は
至
ら
な
い
事
故
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

自
由
意
見
で
は
、
医
師
を
守
ら
な
い
、

過
失
が
な
く
て
も
慰
謝
料
を
払
っ
て
す

ま
せ
る
な
ど
病
院
側
の
姿
勢
を
問
題
視

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

四
九
．
一
％
か
ら
五
八
・
八
％
と
地
加
し

て
お
り
、
概
ね
意
義
を
感
じ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
一
方
で
、
医
師

臨
床
研
修
制
度
に
負
担
を
感
じ
て
い
る

と
回
答
し
た
の
が
五
九
・
六
％
と
過
半

数
を
超
え
て
い
た
。
「
助
か
っ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
の
は
八
・
五
％
の
み
で
あ

り
、
意
外
な
こ
と
に
初
期
研
修
医
を
指

導
す
る
立
場
の
医
師
に
と
っ
て
は
、
多

忙
な
臨
床
の
日
々
の
な
か
で
研
修
医
の

指
導
を
行
う
こ
と
が
む
し
ろ
負
担
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
現
場
の
声
が
聞
こ
え

る
結
果
と
な
っ
た
．
「
医
師
臨
床
研
修

制
度
」
は
『
新
潟
県
内
の
臨
床
研
修
医

を
増
や
す
た
め
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
と
も
に
最
も
多
く
の
自
由
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
、
医
師
臨
床
研

修
制
度
は
そ
の
立
場
に
よ
り
功
罪
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
以
前
に
比
べ
て
研
修
医
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
責
任
感
が
低
下
し
て
い
る

と
警
鐘
を
な
ら
す
意
見
も
多
く
み
ら
れ

た
。
最
終
的
な
目
的
が
『
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
の
日
本
の
医
療
を
良
く
す
る
こ

と
』
に
あ
る
の
は
紛
れ
も
無
い
が
、
研

修
医
、
教
育
病
院
の
指
導
医
、
教
育
病

院
以
外
の
勤
務
医
、
基
幹
病
院
、
地
域

医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
検
証
し
識
諭

を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
今
回
寄
せ
ら
れ

た
数
多
く
の
『
熱
い
』
自
由
意
見
は
必

ず
や
意
義
深
い
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ

る。
「
新
潟
県
内
の
臨
床
研
修
医
を
増
や

す
た
め
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
に
つ

い
て
の
自
由
意
見
に
は
、
様
々
な
立
場

か
ら
示
唆
に
富
む
も
の
が
多
く
み
ら
れ

た
。
た
だ
、
『
雪
が
多
く
田
舎
で
別
段

高
い
レ
ベ
ル
の
臨
床
研
修
が
出
来
る
わ

け
で
は
な
い
の
に
研
修
医
が
く
る
は
ず

が
な
い
』
と
い
う
よ
う
な
自
虐
的
な
意

見
が
多
い
の
が
気
に
な
っ
た
．
新
潟
県

に
お
け
る
医
療
水
準
は
決
し
て
低
い
も

の
で
は
な
い
。
『
坂
の
上
の
雲
』
を
目

指
す
心
を
持
ち
つ
つ
も
、
地
域
に
根
ざ

し
た
粘
り
強
い
医
旅
を
展
開
し
て
い
る

新
潟
県
の
勤
務
医
へ
の
賛
辞
を
送
り
つ

つ
稿
を
締
め
た
い
。

罰 、
＝
雨

賑覇Ｉ


